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◆◆◆ 本年度会長方針 ◆◆◆

「和のこころをつなげよう」
例会日／毎週月曜日 12:30 〜 13:30
例会場／広島サンプラザ　TEL（082）278-5000
会　長／久保田  幸恵　　幹事／松野　正信

卓　話

  「眠りの医学－誤った睡眠の常識－」
平塩　清種 会員

卓　話

   シャンソンコンサート
 　～素敵な歌、懐かしい歌をご一緒に～

シャンソン歌手　宮瀬　征子 様　

会長時間

　国際ロータリー地
区事務所より米山奨
学生ナラッタポン様
に修了書、カウンセ
ラーの吉野会員に感
謝状が届きました。

卓　話

  多様性を尊び共通点を探る
　　　～国際関係の実務を通じて～

（公財）広島平和文化センター
理事長　小溝　泰義 様

　約 43 年に及ぶ外務省と国際機
関の勤務を通じ、相互に高め合
う国際関係の基本は、多様性を
尊び共通点を探ることにあると実
感します。国籍、肌の色、文化、
宗教は違っても地球に住む私た
ちは同じ人間家族の一員です。しかしグローバリゼー
ションが進む一方、このような共同体意識が未発達の
ため、人々の分断化、相互不信、紛争が起こりがちな
のが不幸な現実です。同じ人間家族という認識も、抽
象的なものでは誤解による紛争を生むでしょう。習慣・
文化には違いがあります。違いを理解する努力が必要
です。また、違いを、人間社会を豊かにする多様性と
して尊重するには、同じ人間家族に属するとの同胞意
識が重要です。
　外交技術について様々な論がありますが、究極のと
ころは、信義と誠実に帰着します。小さな仕事ならば
目先の利益だけで効果を上げることも可能でしょう。
しかし、長期にわたる大きな関係を考えれば、相手を
理解し、相互の利益に配慮した誠実な努力が不可欠
です。今、世界の安全保障の中核にある「核抑止」と
いう制度が200年も持つとは考えられません。「核抑止」
は、相互不信を前提に、大量無差別大虐殺という脅し
で平和を保とうとする制度です。こんな考え方が持続
可能なわけがありません。それ以前に、人間の生き方
として誤っています。広島・長崎の市民の悲惨は筆舌
に尽くせません。被爆 70 年近い今でも被爆者の苦悩

第 808回 広島サンプラザ  2014年 3月 3日

第 809回 広島サンプラザ  2014年 3月 10日

第 810回 広島サンプラザ  2014年 3月 17日
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は継続しています。このような人間的悲惨を伴う脅し
で一体何を守るのか。いま私は光栄にも広島にお呼び
頂きました。核兵器に依存するいびつな時代をなんと
しても終焉させたいと考えます。そのために平和首長
会議を軸に、一方で、核兵器禁止条約を推進する活
動を進めるとともに、より長期的には、「核抑止」にか
わる、人間的な安全保障を可能とする、地球規模の同
胞意識の形成に努力しています。「こんな思いを他の
誰にもさせてはなら
ない。」との被爆者の
思いを世界に未来世
代に確実に伝えるた
め微力を傾注したい
と考えています。

会長時間

  
副会長  青木　秀行 会員

卓　話

 私が感じた小さな優しさ体験談

有田　晴好 会員

下向　繁美 会員

森井　紀夫 会員

会長時間

  
奉仕プロジェクト理事

渡邊　英晶 会員

卓　話

　超音波を使った
　　視覚障害者用歩行補助具・
　　　スマートソナーの開発物語

ほりき工房  堀木　義信 様

　スマートソナーは、前
方に超音波を出し、戻っ
てくる反射音（反響）を
マイクロフォンで拾い、
人間に聞こえる音に変え
て聞いてもらう、ちょう
ど、人間がコウモリのよ
うになってもらうことで、目の見えない方が前方にあ
る障害物などを感知できるようにしたものです。超音
波は、人間が聞こえる可聴音より高い音で、直進性が
強いために物体の方向や大きさなどを判別しやすいと
言えます。
　ひょんなことから全盲で広島在住のＫさんの要請を
受け、彼のアイディアをもとに名古屋の電子装置手作
りの匠に協力してもらって開発しました。製品の機能・
性能はＫさんに評価してもらい、「これなら実用できる」
というところまで来たので他の全盲の人に “ お試し ”
をしてもらったところ、改良要求がたくさん出ました。
それで改良に改良を重ね、改良前に比べると非常に良
くなったのですが、残念ながらほとんど売れません。
　売れない理由は、今から見れば市場調査が不十分
なためにニーズを的確にとらえていなかったことが最
近やっとわかりました。顧客である全盲の人は全国に
約 10 万人いますが、盲導犬は約 1000 頭しかいませ

第 812回 広島サンプラザ  2014年 3月 31日

第 811回 広島サンプラザ  2014年 3月 24日
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ん。競合相手としては、他の歩行補助具もありますが、
最も強力な競合相手はガイドヘルパー制度が生まれた
ことです。ガイドヘルパーとは人間による外出援護で、
利用に制限はありますが、最も安全で確実です。さら
に、全盲の人は約 10 万人といっても、高齢になって
視力を失う人が多く、そういう人はガイドヘルパーで
ないとほとんど外出できないこともわかりました。
　事業としてはこの先も大きな期待はできませんが、

視覚障害者のことが
いろいろわかりまし
たので、今後も何か
力になれることがあ
ればやっていきたい
と思っています。

会長時間

  新会員入会式
石塚　宏信 会員

卓　話

　雑誌月間に因んで
広報常任理事  上杉　昌幸 会員

　

卓　話   

　ハワイアンの生演奏と
　　フラダンスのステージ

広島ハワイアン協会様

会長時間

　2013 年ロータリアンの手引き
　　（手続要覧）

クラブ研修リーダー  森井　紀夫 会員

　「手続要覧」は、3 年に
1 度改訂されます。前回は
2010 年でした。改訂のたび
に字句・内容が変更されて
います。今回も多々改訂さ
れ、「ロータリーの目的」・「標
準ロータリークラブ定款」・

「推奨ロータリークラブ細則」等々です。
　本日、例会後に開かれる「クラブ協議会」の項は次
のようになっています。

第 813回 広島サンプラザ  2014年 4月 7日

第 814回 広島サンプラザ  2014年 4月 14日

第 815回 広島サンプラザ  2014年 4月 21日
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クラブ協議会（Club Assemblies）
　クラブ会長の指揮の下、クラブのプロジェクト、活動、その
ほかの取り組みについて話し合うために、クラブ役員、理事、
各委員長を含め、全クラブ会員が出席するクラブ協議会を開く。
クラブ協議会は、しばしば、ガバナーやガバナー補佐の訪問時
に開かれ、また、地区区大会の直後に開くべきである（ロータリー
章典7.050.）。クラブ協議会に関する詳細は、「クラブ会長要覧」
（222）を参照のこと。

　クラブ協議会は年 4 〜 6 回開催しますが、今回は、
久保田会長年度に実施した事業、実施できなかった事
業などを各委員会の委員長から発表し、次年度の青
木会長年度の各委員会に伝え、新年度の事業計画書
作成へ参考にする会合です。
　4 月 25 日のインフォーマルミーティングは、各委員
会ごとに事業計画を作成する会合で、委員長がまとめ、
幹事に提出し、その後 5 月に開かれる「地区協議・研
修会」に出席した委員長が修正する必要があれば再
度「クラブ協議会」を開くこともあります。7 月に入っ
て新年度 1 回目の「クラブ協議会」で青木会長年度の
スタートとなります。
　ぜひとも本日の「クラブ協議会」と 4 月 25 日のイン
フォーマルミーティングに出席してください。

卓　話

　童謡・唱歌そして
    私の作品

社団法人  日本童謡協会会員
青木　良子 様

　

第 31回インターアクトクラブ海外研修
 2014年 3月 29日〜 31日　韓国

　海外研修を終えて
山陽女学園高等部３年（参加当時は２年）山根　汀 様

　インターアクト海外研修を終えて韓国について学ん
だことがたくさんあります。
　１日目のホームステイ先では韓国料理をたくさん食
べさせてもらいましたが、驚いたのは日本で売られて
いる韓国料理と本場韓国で食べた料理の辛さがまった

く違うということでした。予想通り本場の料理の方が
辛い場合もありましたが、反対に本場では辛さが控え
られていて日本で売られている韓国料理の方が辛かっ
たりと、食べてみなければわからないこともあると思
いました。
　また、ホームステイ先の家族に、なぜ道路にゴミが
たくさん落ちているのか聞いてみたところ、韓国では
地球温暖化には耳を傾けておらず、道にゴミを落とし
たりするのは普通だとのことでした。しかし、そのゴ
ミを拾う職業があるので大丈夫なのだそうです。日本
との意識やシステムの違いを感じました。
　韓国の人たちは皆、誰に対してもフレンドリーでし
た。ニュースなどで感じていた印象では韓国人はいつ
も怒っているのかと思っていましたが、初対面の私た
ちにも気さくに話しかけてくださったりしたので、とて
もうれしかったです。
　今回の研修旅行では、いろいろな人たちとふれ合う
ことができただけではなく、私が勘違いしていたこと
なども知ることができ、あらためて韓国が大好きにな
りました。参加して本当に良かったです。

広島14 ＲＣ合同懇親ゴルフ大会
 2014年 4月 27日　広島カンツリー倶楽部　西条コース

広島14 ＲＣ合同懇親ゴルフ大会懇親会
 2014年 4月 28日　メルパルク広島６Ｆ「平成の間」

◆ 2014 年 6 月 29 日（日）
　 薬物乱用防止街頭キャンペーン

今後の奉仕活動予定

活動報告


